































行い、伊良部島方言の特徴的な点を提示する。伊良部島方言は、上記の (1) から (3) に
関して以下のような特徴を持っている。








































母音語幹動詞 mii-「見る」 子音語幹動詞 kak-「書く」
過去 非過去 過去 非過去
m語尾終止形 mii-tam mii-rm kafї-tam kafї-m


























(9) hon=na jum-i-i, sïm=mu narav-Ø.










連体終止形は文終止 (14) に加えて連体修飾の機能 (15)、補文の述語の機能 (16) を持つ。
ただし、補文の機能は限られており、多くは補文標識の =su(u)（異形態 =ru(u)）を用い
る (17)。この場合も、動詞は連体終止形である。これは =su(u) がもともと連体修飾節
の主要部名詞「もの；人」だったことによる（Shinzato forthcoming）。
(10) ba=a budur=ru mii-tam.
1SG=TOP 踊り=ACC 見る-PST.終止
｢私は踊りを見た｡」
(11) ba=a budur=ru mii-baa.
1SG=TOP 踊り=ACC 見る-NPST.希求
｢私は踊りを見たい｡」
(12) ba=a budur=ru mii-di.
1SG=TOP 踊り=ACC 見る-NPST.意志
｢私は踊りを見よう｡」
(13) ba=a budur=ru mii-di=ssiba, vva=a sacї=n ngi-ru.
1SG=TOP 踊り=ACC 見る-NPST.希求=ので 2SG=TOP 先=DAT 帰る-NPST.命令
｢私は踊りを見る（ことにする）ので、お前は先に帰なさい｡」





(15) budur=ru mii-tar pžž=a icї=ga a-tar=ga?
踊り=ACC 見る-PST.連体 日=TOP いつ=FOC COP-PST.連体=Q
｢踊りを見た日はいつだったか？」
(16) budur=ru mii-tar=ru=baa bassi-i njaa-n.
踊り=ACC 見る-PST.連体=ACC=TOP 忘れる-中止 PRF-NPST.連体
｢踊りを見た（こと）は忘れてしまった｡」
(17) budur=ru mii-tar=ruu=ju=baa bassi-i njaa-n



























a. pžsara=nkai=ru ik-i-i t-tar(=ru)?
平良=へ 行く-THM-中止形 来る-NPST.連体(=Q)
｢(e.g. 沖縄じゃなくて）平良へ行ってきたの？」





















c. vva=a if ї-m=mu?
2SG=TOP 行く-NPST.終止=Q
｢お前は（今まさに）行くのか？」





b. uri=a kan=ru a-tar=ru?
3SG=TOP カニ=FOC COP-PST.連体=Q
｢それはカニだったのか？」































　(27)、(28) は Yes-No疑問文である。(27) に示されるように、過去時制において焦点








































































(35) A. kuri=a nau=mai s-sa-n.
3SG=TOP なに=も 知る-THM-NEG.NPST.連体
｢こいつは何も知らないよ｡」
B. gui! kuri=a nau=ju=mai s-si+u-m.
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